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HP OpenView Troubleshooting Insight Packages 
 
本書では、OV Internet Services に含まれている画期的な新しい HP OpenView Troubleshooting 
Insight Packages (TIPs)ソフトウェアコンポーネントの概要について説明します。 
 
TIPs はコマンドをプローブシステム上で自動的に実行してトラブルシューティング用の情報を収

集して、サービスまたはインフラストラクチャの問題をすばやくトラブルシューティングできる

ようにします。実行結果は OVIS ダッシュボードで統合されて表示されます。 
 
問題が識別されて、TIP がその問題をトラブルシューティングするために定義された条件を満た

す場合には、その問題に対して TIPs を実行できます。TIPs を実行するときには、定義した条件

を満たす各コマンドが実行されてトラブルシューティング用の情報が収集されます。コマンドの

実行結果は、TIPs Viewer に表示されます。 
 
TIPs の実行結果は、実際のコマンド行コマンドの実行結果よりも有用です。これは、各コマンド

の実行結果が見やすく判断しやすい形式で出力されるためです。収集された出力情報は不要な情

報を非表示にして簡潔に表示されますが、非表示テキストも必要に応じて表示できます。さらに、

TIPs の実行結果では最も重要と考えられるワードを強調表示できるため、重要な手がかりをすば

やく走査できます。 

トラブルシューティングをすぐに開始できるように、いくつかの TIPs とコマンドが用意されて

います。既存の TIPs を変更して、ご使用の環境に特定した TIPs を新たに作成することができま

す。また、他の OpenView 製品またはサードパーティ製品のデータを使用するように TIPs を拡張

することもできます。 

特徴 

TIPs では、監視しているサービスの平均修理時間(MTTR)を以下の方法で短縮することができま

す。 
• 監視対象システムに対して、および分散環境でのリモートプローブシステム上のアラー

ムに対して、トラブルシューティングコマンドをオンデマンドで実行できます。 
• コマンドの実行結果をすばやく解析できます。重要な部分が強調表示され、事前に設定

されたルールに従って無関係な情報は隠されます。また、各コマンドの実行結果の成否

が表示されます。 
• 問題が発生すると自動的にトラブルシューティングコマンドを起動できます。 
• プローブシステムがサポートされているすべてのプラットフォームで、トラブルシュー

ティングコマンドを設定および実行できます。 
• Perl、VBScript、JScript、Windows シェルスクリプト、UNIX/Linux シェルスクリプト、

Expect、WMI スクリプトなどで開発したカスタムスクリプトを実行させる TIPs を作成す

ることができます。 
• 監視しているサービスのアラームを解析するために、サードパーティのトラブルシュー

ティングコマンドを利用することができます。 
• ファイアウォールとの親和性がある通信機能、オペレータ認証機能、コマンドとコマン

ド実行結果の機密保持により、データとシステムを保護します。 
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TIPs の起動 
 
TIPs Viewer を起動するには、[TIPs]アイコンをクリックします。[TIPs]アイコンは、ダッシュボ

ードで表示される監視対象サービスまたはアラームの隣にあります。 

 

管理対象サービスをモニタリングしている場合 

アラームをモニタリングしている場合 

[TIPs]
アイコン

[TIPs]
アイコン
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TIPs Viewer の概要 
 
TIPs コマンドの実行結果は TIPs Viewer に表示されます。[TIPs]アイコンをクリックすると、TIPs 
Viewer が開きます。 
 
[scope]ペインは TIPs Viewer ウィンドウの左側にあります。[scope]ペインには、[TIPs]アイコンを

クリックしたときに実行可能な TIPs の一覧が表示されます。特定のアラームのそばにある[TIPs]
アイコンをクリックすると、そのアラームに対応したトラブルシューティング用の TIPs のみが

一覧表示されます。  
 
[scope]ペイン内の TIP を選択すると、TIP のコマンド実行結果は TIPs Viewer の右側にある、

[content]ペインに表示されます。 
 
[content]ペインの上部にあるタイトルバーには、TIP の実行結果状態が表示されます。 

 
 
 

TIP 実行結果

[Scope]ペイン [Content]ペイン

TIPs リスト

ヘルプ 
再実行 
ボタン 

実行結果 
状態表示 

リモートプローブ

システム 

現行の
TIP 

コマンド 
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TIPs の実行結果について 
 
それぞれの TIP で複数のコマンドを実行できます。各コマンドの実行結果は、[contents]ペインに

個別に表示されます。必要に応じてスクロールすることで、すべてのコマンドの実行結果を表示

できます。表示されるタイムスタンプはプローブシステムでの時間です。 

 
 
コマンドの実行結果では以下の情報も表示できます。 

• オプション。アイコンは各結果の総合的な状態を表します。 
• オプション。強調表示されたテキストは最も重要なデータを示します。 
• オプション。3 つのピリオド(. . .)は、表示を省略するために一部の詳細が非表示になっ

ていることを示します。3 つのピリオドをクリックすると、隠された情報を表示できま

す。 
 

 
 

重要でない 
結果(. . .) 

強調表示された

テキスト 

実行結果の 
総合的な状態表示 

コマンドの実行時間 

隠された 
情報の表示 
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TIPs アーキテクチャについて 
 
TIPs アーキテクチャには以下の 5 つのコンポーネントがあります。  
 

• TIPs Server は、サーバーシステムの Tomcat Web サーバーで動作する Web アプリケーシ

ョンです。 
• TIPs Server の TIPs Action Processor は、専用ポートを使用して必要な情報に対するリク

エストを TIPs Runner に転送します。  
• TIPs Configuration Program はサーバーシステムにインストールされます。TIPs とコマ

ンドを新たに作成したり、既存の TIPs とコマンドを変更するのに使用します。  
• TIPs Configuration Data はサーバーシステム の TIPs データベースに格納されます。  
• TIPs Runner はサーバーシステムとリモートシステムに存在し、トラブルシューティン

グコマンドを実行して、その実行結果を TIPs Server に返します。  
• TIPs Viewer は TIPs Server と通信する Web クライアントです。TIPs Viewer は TIPs リク

エストを TIPs Server に送信し、受信した結果を表示します。 
 

 

 
 
OVIS ダッシュボードから TIP を実行できます。TIP リクエストは TIPs Server に送信されます。

TIPs Server は必要な情報に対するリクエストを適切な TIPs Runner に転送します。TIPs Runner は、

コマンドの実行結果を TIPs Server に返し、これらの結果が TIPs Viewer に転送されて表示されま

す。 
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TIPs Configuration Program 
 
TIPs を作成して設定するには、TIPs Configuration Programを使用します。使用可能な TIPs とコマ

ンドが豊富に用意されています。提供されている TIPs とコマンドを変更することも、監視環境

の要件に合う独自の TIPs とコマンドを作成することもできます。 
 

 
 

TIPs Configuration Program では、左側が[scope]ペインで、右側が[content]ペインです。[scope]ペイ

ンで選択した項目によって、[content]ペインに表示される情報が決まります。  
 
[scope]ペインには以下に示す 5 つの主要フォルダーがあります。  

• [TIPs]フォルダーにはシステムに定義されているすべての TIPs が含まれます。[content]ペ
インで、TIPs を作成、編集、削除できます。  

• [All Command Categories]フォルダーでは、定義されたコマンドカテゴリすべてが表示

されます。これらのコマンドカテゴリはさまざまな TIPs で使用できます。[content]ペイ

ンで、コマンドカテゴリを作成、編集、削除できます。  
• [All Conditions]フォルダーでは、定義された条件すべてが表示されます。これらの条件

はさまざまな TIPs またはコマンドで使用できます。[content]ペインで、条件を作成、編

集、削除できます。  
• [All Outcomes]フォルダーでは、トラブルシューティング結果の状態を定義するために使

用できる実行結果のすべてが表示されます。[content]ペインで、実行結果を作成、編集、

削除できます。  

• [TIPs Runners]フォルダーでは、TIPs Server と通信する TIPs Runner のすべてのインスタ

ンスの完全なリストが表示されます。  

提供される TIPs 
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独自の TIPs 作成 
 
TIP はいくつかの要素を使用して定義します。TIPs 設定定義の階層構造を以下に示します。 
 

 TIP 
TIP 定義レベルの最上位に TIP 条件とコマンドカテゴリがあります。 

 TIP CONDITIONS – オプション 
TIP 条件は TIP の実行を制御します。条件が指定されていない場合またはすべての条

件が満たされた場合に TIP が実行されます。それぞれの TIP に対して、条件を指定し

ないことも、複数の条件を指定することもできます。 

 COMMAND CATEGORIES - 必須 
TIP コマンドカテゴリは、同じコマンドをオペレーティングシステム固有バージョン

ごとに区分したものです。TIP には 1 つ以上のコマンドカテゴリを定義できます。 

 COMMANDS - 必須 
コマンドは、テキスト形式の出力を生成する従来のコマンド行インタフェースコ

マンドです。コマンドカテゴリには 1 つ以上のコマンドを定義できます。 

 INPUT – オプション 
コマンドに対する標準入力(stdin)を指定できます。 

 COMMAND CONDITIONS – オプション 
コマンド条件はコマンドの実行を制御します。条件が指定されない場合ま

たは指定したすべての条件が満たされた場合に、コマンドが実行されます。

それぞれのコマンドに対して、条件を指定しないことも、複数の条件を指

定することもできます。 

 KEYWORDS – オプション 
TIPs Viewer のコマンド実行結果で強調表示されるワードや語句を指定でき

ます。それぞれのコマンドに対して、これらのキーワードを指定しないこ

とも、複数のキーワードを指定することもできます。 

 OUTCOME RULES – オプション 
出力ルールは、コマンドの実行結果を評価し、危険域、注意域、正常域な

どの値を割り当てるための基準です。それぞれのコマンドに対して、出力

ルールを指定しないことも、複数の出力ルールを指定することもできます。 

 OUTCOMES - オプション 
出力ルールの値を定義するアイコンまたは色を指定できます。これら

のアイコンまたは色は TIPs Viewer の実行結果状態に表示されます。 

 FILES - オプション 
TIPs Runner が収集し、TIPs Viewer が表示する対象ファイルを定義できます。

これらのファイルは TIPs Runner が動作するシステムに存在します。それぞ

れのコマンドに対して、ファイルを指定しないことも、複数のファイルを

指定することもできます。 
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独自の TIP 定義 
 
TIP は、グローバルにコマンドカテゴリとして定義された、コマンドの集合体です。コマンドカ

テゴリは、同じコマンドをオペレーティングシステム固有バージョンごとに区分したものです。

コマンドカテゴリによって、TIP を複数のオペレーティングシステムで実行できるように設定で

きます。  
 
TIP には、条件が満たされた場合に実行するコマンドや一連のコマンドを設定します。これらの

条件では、TIP を実行するかどうか、また、TIP 内のそれぞれのコマンドに対して、そのコマン

ドを実行するかどうかの条件を定義できます。TIP が実行される場合には、独自に指定した条件

を満たすコマンドのみが実行されます。  
 
コマンドの実行結果は、トラブルシューティングデータとして TIPs Viewer に表示されます。 

 
 
TIP 実行情報では、TIP の実行方法を定義します。 

• [Enable] - [Enable]を選択すると、TIP をオンデマンドで実行できます。 
• [Triggered by Alarm] - [Triggered by Alarm]を選択すると、TIP は問題が発生した時点で自

動的に実行されます。 
• [Run on Management Server] – [Run on Management Server]を選択すると、TIP は OVIS 管理

サーバーにインストールされているローカル TIPs Runner によってのみ実行されます。 

TIP 実行情報 

コマンド 

条件 
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独自の TIPs コマンドカテゴリの定義 
 
コマンドカテゴリは、同じコマンドをオペレーティングシステム固有バージョンごとに区分

したものです。たとえば、ping コマンドの構文は各オペレーティングシステムごとに一意で

す。 

 
 

独自の TIPs 条件定義 
 
TIPs 条件の種類には以下の 2 つがあります。  

• TIP 条件は、TIP を実行するかどうかを制御します。  
• コマンド条件は、TIP 内の特定のコマンドを実行するかどうかを制御します。 

 
条件が指定されない場合や指定したすべての条件が満たされた場合に、TIP またはコマンドが実

行されます。 

条件が真のときに

のみコマンドを 
実行 

各種 OS 対応の 
複数のコマンド 

実装 

選択された 
コマンドの 
コマンド定義 
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独自の TIPs コマンド定義 
 
独自の TIPs コマンドは、テキスト形式の出力を生成する従来のコマンド行インタフェースコマ

ンドのコマンド名と引き数を指定します。変数を使用すると、コマンド実行時の適用範囲を拡大

できます。 
 
[Only for File Retrieval]を選択すると、ファイルを表示するようにコマンドを設定できます。 

 
 
スクリプトコマンドなどの一部のコマンドでは、標準入力(stdin)が必要になります。コマンド実

行時に標準入力からの入力が使用されます。[Input]タブで入力したテキストは、リダイレクトフ

ァイルまたはキーボードからあたかも入力されたように、コマンドの標準入力に引き渡されます。  

コマンド 

コマンド 
引き数 

スクリプト

コマンドの

入力 

実行時変数 

ファイル 
表示の設定 
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ネットワークでのセキュアな TIPs 相互動作 
 
TIPs Runners はプローブと共存し、OVIS 管理サーバーの TIPs Server コンポーネントと通信しま

す。ローカル TIPs Runner とリモート TIPs Runner はそれぞれ、特定の TIPs Server に登録する必

要があります。 
 

TIPs Server とその登録された TIPs Runner が使用するデフォルトのポート番号は 6604 です。TIPs 
Server と TIPs Runner が通信に使用するポート番号は変更できます。 

 
インストール時の TIPs Runner と TIPs Server 間の通信プロトコルは標準の http (デフォルト)です。

すべての TIPs Runner と TIPs Server 間でセキュアな通信を使用する必要がある場合には、代わり

に https/SSL 証明書ベースの通信を使用できます。https/SSL を使用するように設定を変更するに

は、TIPs オンラインヘルプの「Configuring Communication Protocol」のトピックを参照してくだ

さい。 
 
インストール時に、以下の図に示すように ovisactivate プログラムを使用して、SSL 通信を選択す

ることができます。ただし、この設定は OVIS プローブと OVIS サーバーとの間の通信にのみ影

響し、TIPs で使用する通信プロトコルには影響しません。TIPs オンラインヘルプに記述されてい

る手順に従って https/SSL を TIPs で使用できるように設定する必要があります。 
 

 

TIPs Server と
TIPs Runner 間で

使用するポートの

変更 

セキュアな通信の設定

(OVIS プローブのみに

有効、TIPs では無効) 

OVIS 
管理サーバー 
(TIPs Server) 
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